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研究成果の概要（和文）：本研究は、戦後ドイツにおける空襲記憶の形成・継承について、ドイツと日本とを比
較しながら考察しようと試みた研究である。本研究代表者は、数年来ドイツのみならず日本の空襲記憶に関する
研究を進めてきた。それを、ドイツにおける研究に照応させ、同時にドイツの学会等で報告することで、ドイ
ツ・日本だけの枠組みに留まらない、「空襲の世紀」としての20世紀の一端を明らかにする意図があった。ドイ
ツ・アウクスブルク大学のディートマール・ズュースを共同研究者として、2019年度には同大学での報告、日本
での報告も行い、戦後ドイツ社会における空襲記憶の形成プロセスを、日本の事例を参照しつつ、その特徴を剔
出することができた。

研究成果の概要（英文）：This research project attempts to study the formation of air raid memory 
culture in postwar Germany by comparing Germany and Japan. With comparing two nations, this research
 intended to clarify a part of the 20th century as "the century of air raids," which was not limited
 to the framework of Germany and Japan. With Dietmar Suess of the University of Augsburg, as a 
co-researcher, I had the chance to discuss with him and to make the presentation about air raid 
memory culture in Japan and Germany. Through this, I could identify the formation process of air 
raid memory in postwar German society, with reference to Japanese cases, as well as its 
characteristics.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果は、従来別個に語られてきた、ドイツや日本の空襲記憶の形成プロセスを、「戦後史」の枠組みで対
応させながら考察したことである。これによって、日本のみならず、ドイツの研究会にも刺激を与え、20世紀後
半の戦災記憶の形成についての新たな知見を得ることができた。ドイツ現地の研究枠組みについて批判的眼差し
を加え、同時に日本の空襲記憶の特徴も剔出できた。戦後のドイツ（西ドイツ）と日本は似たような歩みを見せ
たと巷間では言われるが、実際にはそれぞれが置かれていた冷戦構造の相違点などが、空襲記憶形成に大きな役
割を果たしていることが指摘できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 本研究費は、2014 年度から 2017 年度まで着手した「東西ドイツにおける空襲記憶の形成
（1945～1975年）と連続したものである。同科研費では国際共同研究強化として、前科研の成
果を活かしながらも、ドイツと日本とのあいだで、個人間、さらに地域的にも、そして研究上で
も両国を往復・往還する試みをおこなった。 
以下、本研究が開始された当初の研究の着眼点および論点を挙げておきたい。 
（1）日本とドイツは、両者ともに第二次世界大戦に空襲の被害を被っている。しかし同時に、
両国・両地域は空襲の加害国でもあり、敗戦国でもあるという共通がある。それぞれの国・
地域で、本来ならば都市レベルでの地域性と結びつきやすい空襲の記憶の形成について、
「グローカル」な視点からの研究を志した。 
（2）同時に、上記の（1）の状況にあるにもかかわらず、日独比較に着目して、それぞれの特徴
を照応させながら考察された研究は存在していない。とくに両者の比較検討によって、各国
の研究について批判的な視座を投げかけ、世界的な空襲研究の充実に資すると期待される
と考えた。 
実際に、具体的には本研究費によって、2019年度にはドイツ・アウクスブルク大学の客
員研究員として南ドイツに滞在し研究を遂行した。その後、コロナ禍の影響もあり研究が滞
ったことで、2022年度までの研究費の延長をおこなった。2022年度にもドイツに赴き、空
襲の記憶文化研究について補完的な調査をおこなった。このような具体地域に根ざしつつ、
広い視座から空襲史あるいは空襲の記憶文化研究に貢献したいという研究上の意図があっ
た。 

 
２．研究の目的 
上述の背景と密接に関わりながら、本研究は以下のような目的を具体的に立てた。とくに前科
研費からの継承の側面と、今後の研究への橋渡しという側面から意図されている。 
（1）日本とドイツの空襲記憶の形成についての共通点・相違点を浮き彫りにする。本研究では
戦後直後から学生運動の時期までの歴史的な空襲記憶形成に焦点を当て、日本の事例を参
照項として、戦後ドイツの空襲追悼式や記念碑建造のプロセスを明らかにしようとした。そ
の際には、背景となる歴史的事象を重ね合わせながら研究することを目的とした。 
（2）ドイツの空襲記憶の背景にある市民社会の成立や民主政に関わる教育などが、記憶文化に
どのような影響を与えたかを明らかにすることを目的とした。市民社会の形成は、西ドイツ
においては、ヴァイマル共和国の「失敗」から民主主義をどのように実現していくか、ナチ・
ドイツの過去とどのように社会が向き合うかという問題を含んでいた。この点を勘案して
研究を行うことは、空襲の記憶文化研究を単なる歴史研究だけとせずに、ほかの研究への接
続の可能性を高める。これを意図して研究を遂行した。 
（3）一般的に「過去の克服」と呼ばれるドイツのナチズムの過去との取り組みは、戦後直後の
「被害」の語りにおいては、加害が忘却に置かれているとされている。しかし、空襲被害と
いう被害の語りにおいても、その加害性の想起文化がどのようなインパクトを与えてきた
かを具体的かつ詳細に分析することを目的とした。とくに、ミュンヒェン、プフォルツハイ
ム、ドレスデンなどを例として考えたようとした。ドレスデンは旧東ドイツ地域だが、これ
もまたドイツ連邦共和国（西ドイツ）の戦災の被害の記憶、つまり空襲記憶に影響を及ぼし
ている点を重視して研究を進めようとした。 

 
３．研究の方法 
上記の研究目標を達成するために、ドイツで空襲の追悼式典について、文書館資料をもとに本
来「郷土史」として研究されていた成果を、地域横断的に、同時に比較的に考察した。用いたア
プローチは主に歴史学的手法だが、それをアクチュアルな出来事の中で現代と過去とを往還し
つつ進めていったことに、研究の方法上の特徴があるといえる。 
（1）第一に、本科研の研究代表者個人が日独間を往復することで、インプットとアウトプット
とのバランスのうえで研究を進めていった。たとえば、ドイツに滞在してアウクスブルク大
学歴史学部の客員研究員として、同大学のコロキアムや研究会などで報告して議論を重ね
た。これによって、両地の知見を交換することができた。共同研究者はアウクスブルク大学
のディトマール・ズュースであり、彼の空襲研究プロジェクト同時に、日本の空襲関係の研
究会などにも積極的に参加した。たとえば、仙台市・東北学院大学における空襲史に関わる
講演会や、空襲・戦災を記録する会全国大会の幹事としての業務や報告を通じて、日独の情
報を交換していった。 
（2）第二に、ドイツという現地での調査を、フィールドワーク的にも、文献収集・考察の上で
も実行していった。戦後ドイツの空襲追悼式典の調査、文書館での調査をおこない、歴史学
的なアプローチによって、空襲記憶形成のプロセスを明らかにしようと試みた。とくにプフ
ォルツハイムやドレスデンでの調査では、周年の空襲追悼式の市長や各団体の代表演説を、
21 世紀的なアクチュアルな状況との相関で捉える試みだった。 
（3）最後に、第三の視点を得るためにも、日本の事例についてもフィールドワークを実施した。
福島、仙台、秋田などの東北地方を中心として、墓地・記念碑の踏査をふくめ、空襲関連の



博物館展示や空襲体験の証言集などを利用して、ドイツには存在して日本には不在である
要素、またはその逆の状況について比較考量した。これは、日本における全国的組織の存在
や、ドイツにおける空襲をグローバルな現象、そして現在もなお継続している現象として普
遍化している点などが挙げられる。これらは片方には存在しているが、もう片方には存在し
ないか、その意識が希薄な現象である。 
 
 
４．研究成果 
研究成果は、本報告内に既述したものもあるが、研究報告や原稿執筆として公刊されてきたも
の、これから公刊されるものなどがある。なお、後述するが、次の研究への接続、そして第二次
世界大戦の敗戦国のみならず、戦勝国に関する研究も開始している。そこで、本研究の成果が生
かされることになる。  
（1）本研究成果は、日本のみならずドイツの空襲研究にも刺激を与え、20世紀後半の戦災記憶
そして記憶文化の形成についての新たな知見を提示できた。とくに、ドイツ国内・地域にと
どまる空襲研究を、日本の特徴（体験証言の全国化やポピュラーカルチャー化）などから俯
瞰的に眺めることで、東西に分断されていたドイツの戦後史の特性を勘案しつつ、空襲記憶
とその文化形成のプロセスを追うことができ、戦後史という広い歴史的文脈に位置づける
ことができた。具体的には、この成果を用いて、2022 年 12 月にはドイツ語での日独の研究
者による研究会報告をおこなったことなどが挙げられる。 
（2）ドイツ現地の研究枠組みについて批判的な眼差しを加え、同時に日本の空襲記憶の特徴も
剔出できた。日本に対しては、同様に地域化されている空襲の記憶の枠組みを相対化し、ド
イツという他国の事例から、空襲記憶形成のプロセスについて考察するためのヒントを得
ることができた。日本では平和学会での報告などが挙げられる。これらは、今後の研究に活
かしていく。とくに、1980 年代から 2000 年代という、日本の空襲記憶形成においては重要
な時期についての分析を、今後は遂行していく予定である。 
（3）ドイツの空襲記憶形成の歴史と、同時に進行していった「普遍性」の浸透プロセスを戦後
初期の段階から確認することができた。この歴史的な積み重ねは、最近のことではなく、文
書館資料（たとえばプフォルツハイム市立文書館）によれば、1950 年代から議論されてい
る「加害・被害」の論争や、都市復興の議論との連続性のなかにある。これらを歴史的に位
置づけた論稿を、近刊の論文集（山川出版社、2023 年 12 月発行予定）に投稿した。そこで
は、南ドイツの小都市にある記念碑をもとにして、第二次世界大戦後の空襲の記憶文化形成
に関わる研究成果をもちいて論じしている。 
（4）戦後のドイツ（西ドイツ）と日本は似たような歩みを見せたと巷間では言われるが、実際
にはそれぞれが置かれていた冷戦構造の相違点などが、空襲記憶形成に大きな役割を果た
していることが指摘できた。この点については、両国の研究の前提を再検討し、比較しつつ
もそれぞれの独自性について、つねに考慮しつつ、検討を重ねていく必要がある。本研究代
表者の今後の研究のみならず、他の研究の方向性にも影響を与える成果を提示できただろ
う。 
（5）以上、（1）～（4）の点から、ドイツ・日本だけの枠組みに留まらない、「空襲の世紀」と
しての 20 世紀の一端を明らかできたと考えられる。また、それは同時に、現在もなお続け
られる空襲についての批判的な視座と、20 世紀の空襲記憶とその文化の形成が、陰に陽に
現在の平和理念、そして逆に戦争状態の継続性の歴史とも関わっていることを明らかにす
る鍵となろう。 
ただし、コロナ禍の影響は絶大で、個人が日独を移動しつつまとめていく研究という特性
上、停滞期もあり、思うように研究は進められなかった。その時期にはインターネットを通
じての交流や報告などの工夫をしたが、深度が浅く、十分ではなかった。2023 年 2 月に、
ようやく対面での実地調査をドイツ南部で実施できたことは、本研究計画の最後にして、も
っとも大きな成果だったと言えよう。その分析・検討は、今後も実行していく予定である。
また、戦争の記憶、本科研の場合には空襲の記憶文化について、2020 年から数年間のコロ
ナ禍の影響そのものを今後は考えていく必要があるだろう。 
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